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L
 

雄
社
・

丹

考

｜
｜
『
柳
斎
志
異
』
異
類
語
札
記
付
｜
｜

八

木

好

章

清
・
蒲
松
齢
（
一
六
四
O
｜
一
七
一
五
）
の
怪
異
小
説
集
『
柳
斎
志
異
』
に
は
、
異
類
に
関
わ
る
故
事
が
数
多
く
含
ま
れ
る
。
異
類
の
故

事
の
大
半
は
、
人
聞
の
男
と
異
類
の
女
と
の
恋
愛
・
婚
姻
を
扱
う
も
の
で
あ
り
、
花
妖
請
は
い
ず
れ
も
こ
の
類
型
に
属
す
る
。
『
柳
斎
志
異
』

の
花
妖
語
に
は
、
菊
の
精
を
描
い
た
「
黄
英
」
（
巻
十
ご
、
牡
丹
の
精
を
描
い
た
「
葛
巾
」
（
巻
十
）
と
「
香
玉
」
（
巻
十
二
の
計
三
篇
が

あ
る
。
全
巻
で
五
百
篇
に
近
い
作
品
総
数
の
中
で
の
三
篇
と
い
う
数
は
、
異
類
の
中
で
最
も
多
い
狐
の
故
事
が
八
十
余
篇
を
数
え
る
の
に
比

べ
れ
ば
、
ご
く
わ
ず
か
な
篇
数
で
あ
り
、
数
量
の
上
で
は
、
花
妖
謹
は
『
柳
斎
志
異
』
の
中
の
主
要
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
三
篇
は
い
ず
れ
も
、

ほ
と
ん
ど
の
選
注
本
・
抄
訳
本
の
類
に
採
録
さ
れ
て
い
る
代
表
作
で
あ
り
、
異
類
を
詩
的
に
美
し
く
描
く
『
柳
斎

志
異
』
の
本
領
を
存
分
に
発
揮
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

(2
) 

本
論
で
は
、
す
で
に
詳
し
い
論
考
の
あ
る
「
黄
英
」
に
つ
い
て
は
補
助
的
材
料
と
し
て
扱
う
範
囲
に
と
ど
め
、
主
に
牡
丹
の
二
篇
、
「
葛
巾
」



と
「
香
玉
」
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

牡
丹
は

明
・
李
時
珍
「
本
草
綱
目
』
の
記
載
で
は
、
「
鼠
姑
」
「
鹿
韮
」
「
百
両
金
」
「
木
有
薬
」
「
花
王
」
な
ど
の
別
名
を
持
つ
と
さ
れ
る

が

こ
れ
ら
の
別
名
も
含
め
て
、
牡
丹
の
名
は
、
「
詩
経
』
『
楚
辞
』
『
文
選
』
な
ど
六
朝
以
前
の
主
立
っ
た
詩
文
集
の
中
に
現
わ
れ
な
い
。
牡

丹
は
、
古
く
は
薬
用
の
植
物
で
あ
り
、
観
賞
用
の
花
と
し
て
の
歴
史
は
比
較
的
浅
い
。
し
た
が
っ
て
、
文
学
の
中
で
詩
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
も
遅
れ
る
の
で
あ
る
。
宋
・
欧
陽
修
「
洛
陽
牡
丹
記
』
「
花
釈
名
」
に
、

し
る
た
た

社
丹
は
初
め
文
字
に
載
さ
ず
。
唯
だ
薬
を
以
て
本
草
に
載
す
。
然
れ
ど
も
花
中
に
於
い
て
は
高
第
為
ら
ず
。
大
抵
丹
・
延
巳
西
及
ぴ
褒

斜
道
中
に
尤
も
多
し
。
荊
練
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
土
人
は
皆
取
り
て
以
て
薪
と
為
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
『
神
農
本
草
経
』
に
薬
と
し
て
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
、
花
と
し
て
は
高
級
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
産
す
る
地

で
は
、

そ
の
価
値
は
、
い
ば
ら
同
然
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
宋
・
鄭
樵
「
通
志
』
「
昆
晶
草
木
略
」
に
、

ま
た
あ
ら

牡
丹
は
本
名
無
し
。
今
薬
に
依
り
て
名
を
得
。
故
に
其
の
初
め
木
有
薬
と
日
う
。
古
く
は
亦
聞
く
こ
と
無
し
。
唐
に
至
り
て
始
め
て
著

わ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
名
も
な
く
、
持
薬
に
名
を
仮
り
た
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

観
賞
用
の
花
と
し
て
牡
丹
が
広
く
人
々
に
知
ら
れ
、
愛
好
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
に
わ

か
な
流
行
の
熱
狂
ぶ
り
は
、
唐
・
李
肇
『
唐
国
史
補
』
に
、

京
城
の
貴
遊
、
牡
丹
を
尚
ぶ
こ
と
三
十
余
年
な
り
。
春
暮
毎
に
、
車
馬
は
狂
う
が
若
く
、
耽
玩
せ
ぎ
る
を
以
て
恥
と
為
す
。



と
あ
り
、
ま
た
、
唐
・
康
耕
『
劇
談
録
』
に
、

ま
れ

京
国
花
井
の
長
、
尤
も
牡
丹
を
以
て
上
と
為
す
。
仏
宇
・
道
観
に
至
り
て
は
、
遊
覧
す
る
者
、
経
歴
せ
ざ
る
こ
と
竿
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
都
の
人
々
は
牡
丹
に
魅
了
さ
れ
、
特
に
王
公
貴
族
の
間
で
は
、
高
値
を
厭
わ
ず
、
競
っ
て
牡
丹
を
買
い
求
め
る
こ
と
が
、

牡
丹
妖
艶
乱
人
心

一
種
の
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
唐
・
王
叡
「
牡
丹
」
詩
に
、

牡
丹
妖
艶
に
し
て
人
心
を
乱
し

一
国
如
狂
不
惜
金

ま
た
、
唐
・
白
居
易
「
牡
丹
芳
」
詩
に
、

一
国
狂
う
が
知
く
金
を
惜
し
ま
ず

花
開
花
落
二
十
日

一
城
之
人
皆
若
狂

一花
城聞
のき
人花
皆落
狂つ
つる
カf こ

若f と
し二
十
日

な
ど
と
あ
る
詩
句
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

そ
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
が
李
白
の
「
清
平
調
詞
」
三
首
で
あ
る
。
そ

唐
代
以
降
、
牡
丹
は
頻
繁
に
詩
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

の
成
立
の
背
景
に
は
、
宋
・
楽
史
「
楊
太
真
外
伝
』
に
見
え
る
有
名
な
逸
話
が
あ
る
。
開
元
年
問
、
宮
中
で
は
牡
丹
を
尊
ん
だ
。
花
見
の
宴

そ
れ
を
李
亀
年
に
歌
わ
せ
た
と
い
う
。
勅
旨
を
受

の
時
、
楊
貴
妃
を
か
た
わ
ら
に
し
た
玄
宗
は
、
李
白
に
命
じ
て
新
し
い
歌
詞
を
作
ら
せ
、

そ
の
第
二
首
に

け
た
時
、
李
白
は
長
安
の
町
で
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
た
が
、
御
前
に
連
れ
出
さ
れ
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
三
首
を
作
っ
て
献
上
し
た
と
さ
れ
る
。

一
枝
紅
艶
露
凝
香

雲
雨
亙
山
柾
断
腸

一
枝
の
紅
艶

雲
雨

亙
山

柾2 露
し

断
腸

香
り
を
凝
ら
す



と
歌
い
、
傾
国
の
美
女
楊
貴
妃
の
あ
で
や
か
さ
を
牡
丹
の
花
に
た
と
え
て
い
る
。

丹
」
詩
に

こ
う
し
て
一
躍
天
下
第
一
の
名
花
と
な
っ
た
牡
丹
は
、
唐
詩
に
お
い
て
最
大
級
の
賛
辞
を
も
っ
て
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
皮
日
休
の
「
牡

落
尽
残
紅
始
吐
芳

佳
名
喚
作
百
花
王

競
誇
天
下
無
双
艶

独
占
人
間
第
一
香

残
紅
落
ち
尽
く
し
て
始
め
て
芳
を
吐
く

喚
ぴ
て
百
花
の
王
と
作
す

佳
名

競
い
誇
る

人Z 天
問主下
第無
一双
グ〉グ〉

香艶
り

独
り
占
む

考
薬
与
君
為
近
侍

と
あ
る
よ
う
に
、
牡
丹
は
衆
花
と
は
隔
絶
し
た
地
位
を
誇
る
よ
う
に
な
る
。
羅
隠
の
「
牡
丹
」
詩
に
、

た
め

有
薬
は
君
の
与
に
近
侍
と
為
る

い
ず

芙
蓉
は
何
れ
の
処
に
か
芳
塵
を
避
く

芙
蓉
何
処
避
芳
塵

と
あ
る
よ
う
に
、
有
薬
や
芙
蓉
の
追
随
を
許
き
ず
、

さ
ら
に
白
居
易
の
「
牡
丹
芳
」
詩
で
は
、

仙
人
瑛
樹
白
無
色

王
母
桃
花
小
不
香

仙
人
の
瑛
樹
は
白
く
し
て
色
無
く

か
ん
ば

王
母
の
桃
花
は
小
に
し
て
香
し
か
ら
ず

と
あ
り
、
仙
界
の
玉
樹
や
西
王
母
の
桃
き
え
も
退
け
る
。

宋
代
に
至
る
と
、
洛
陽
の
牡
丹
が
天
下
一
と
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
欧
陽
修
『
洛
陽
牡
丹
記
』
「
花
品
紋
」
に
、

牡
丹
は
丹
州
・
延
州
に
出
で
、
東
は
青
州
に
出
で
、
南
も
亦
越
州
に
出
づ
。
而
し
て
洛
陽
に
出
づ
る
者
、
今
は
天
下
第
一
と
為
す
。

と
あ
る
。
ま
た
、
同
「
風
俗
記
」
に



洛
陽
の
俗
、
大
抵
花
を
好
む
。
春
時
、
城
中
は
貴
賎
と
無
く
皆
花
を
挿
す
。
負
担
者
と
難
ど
も
亦
然
り
。
花
開
く
時
、
士
庶
競
い
て
遊

あ
わ

遜
を
為
す
。
往
往
に
し
て
古
寺
廃
宅
の
池
台
有
り
し
処
に
於
い
て
市
を
為
し
、
井
せ
て
嵯
帝
を
張
り
、
笠
歌
の
声
相
聞
こ
ゆ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
唐
代
で
は
ま
だ
王
公
貴
族
で
な
け
れ
ば
買
い
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
牡
丹
の
花
が
、
宋
代
に
は
大
衆
化
し
、
牡
丹
を
愛
好
す

る
人
々
の
層
が
拡
が
り
、
牡
丹
の
花
は
洛
陽
の
春
を
彩
る
風
物
詩
と
な
っ
た
。
洛
陽
の
人
々
に
よ
っ
て
牡
丹
は
熱
烈
に
愛
好
さ
れ
、
他
の
草

花
と
は
全
く
異
な
る
別
格
の
扱
い
を
き
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
「
花
品
紋
」
に
、

た
ひ
い
お
と
し
か

洛
陽
は
亦
黄
有
薬
・
緋
桃
・
瑞
蓮
・
千
葉
李
・
紅
郁
李
の
類
有
り
、
皆
他
に
出
づ
る
者
に
減
ら
ず
。
而
れ
ど
も
洛
人
は
甚
し
く
は
惜
し

こ
れ
い
な
に
い
た
お
も

ま
ず
、
之
を
果
子
花
と
謂
い
、
某
の
花
、
某
の
花
と
日
う
。
牡
丹
に
至
り
て
は
則
ち
名
づ
け
ず
、
直
だ
花
と
日
う
。
其
の
意
に
謂
え
ら

ひ
と
あ
ら

く
、
天
下
の
真
の
花
は
独
り
牡
丹
の
み
、
其
の
名
の
著
わ
る
る
、
牡
丹
と
日
う
を
仮
り
ず
し
て
知
る
べ
し
、
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
洛
陽
の
人
々
に
と
っ
て
は
牡
丹
こ
そ
が
花
で
あ
り
、
花
と
言
え
ば
牡
丹
を
指
し
た
。
桃
や
李
の
花
が
、
果
実
に
付
属
し
た

花
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
牡
丹
は
、
花
井
を
観
賞
す
る
た
め
の
純
然
た
る
花
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
六
朝
以
前
は
全
く
無
名
で
あ
っ
た
牡
丹
が
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
、そ
の

あ
ま
り
に
熱
狂
的
な
流
行
と
、
牡
丹
自
身
の
持
つ
あ
ま
り
の
あ
で
や
か
さ
ゆ
え
に
、
中
唐
以
降
、
す
で
に
こ
れ
に
対
す
る
反
発
も
し
ば
し
ば

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
に
引
い
た
白
居
易
の
「
牡
丹
芳
」
詩
は
、
前
半
は
牡
丹
の
豊
艶
な
美
し
き
を
称
え
る
が
、
後
半
は
一
転
し
て
、

そ
の
魅
力
に
惑
わ
さ
れ
た
世
相
の
流
弊
を
菰
諭
し

我
願
暫
求
造
化
力

我
願
、
フ
暫
く
造
化
の
力
を
求
め
て

減
却
牡
丹
妖
艶
色

牡
丹
の
妖
艶
の
色
を
減
却
し

少
廻
卿
士
愛
花
心

め
。
ら

少
し
く
卿
士
の
花
を
愛
す
る
の
心
を
廻
し
て

,lj 



同
似
吾
君
憂
稼
橋

同
じ
く
吾
が
君
の
稼
橋
を
憂
う
る
に
似
し
め
ん
こ
と
を

と
結
ぶ
。
ま
た
、
同
じ
白
居
易
の
「
秦
中
吟
」
十
首
の
一
つ
「
買
花
」
詩
も
、
牡
丹
の
花
に
狂
っ
た
時
流
を
識
し
、

一
叢
の
値
が
中
流
家
庭

十
戸
分
の
税
金
に
相
当
す
る
よ
う
な
牡
丹
を
競
っ
て
買
い
求
め
る
豪
族
の
脊
修
を
嘆
く
。

社
丹
を
愛
好
す
る
世
の
風
潮
を
逆
手
に
取
っ
て
書
か
れ
た
の
が
、
宋
・
周
敦
願
の
有
名
な
「
愛
蓮
説
」
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
蓮
・

菊
・
牡
丹
が
対
比
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

お
も
あ
あ

予
謂
え
ら
く
、
菊
は
花
の
隠
逸
な
る
者
な
り
、
社
丹
は
花
の
富
貴
な
る
者
な
り
、
蓮
は
花
の
君
子
な
る
者
な
り
、
と
。
晴
、
菊
を
之
れ

す
く
な
ん
ぴ
と
む
ぺ

愛
す
る
は
、
陶
の
後
に
聞
く
有
る
こ
と
鮮
な
し
。
蓮
を
之
れ
愛
す
る
は
、
予
に
同
じ
き
者
は
何
人
ぞ
や
。
牡
丹
を
之
れ
愛
す
る
は
、
宜

お
お

な
る
か
な
衆
き
こ
と
。

高
と
し
な
が
ら
、
菊
に
対
し
て
も

」
れ
に
次
ぐ
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

一
方
、
牡
丹
は
、
こ
と
ご
と
く
蓮
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
蓮

こ
の
文
章
は
、
清
廉
潔
白
で
、
道
徳
的
品
性
の
高
い
蓮
の
知
き
人
聞
が
理
想
的
な
人
聞
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
作
者
は
、
蓮
を
最

の
引
き
立
て
役
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
世
人
の
皆
が
追
い
求
め
る
富
貴
は
、
世
俗
的
な
も
の
と
し
て
負
価
の
価
値
観
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
章
は
、
富
貴
を
重
ん
じ
な
い
儒
者
の
立
場
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
通
念
と
し
て
は
、
唐
代
か
ら
清

代
に
至
る
ま
で
、
牡
丹
は
つ
ね
に
百
花
第
一
の
花
と
し
て
、

人
々
に
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
。
唐
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
芸
文
類
衆
』
に

は
項
目
す
ら
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
社
丹
が
、
唐
代
中
期
に
は
す
で
に
名
称
の
本
家
で
あ
る
有
薬
を
凌
ぎ
、

そ
の
地
位
は
以
後
も
変
わ
る

こ
と
な
く
、

明
の
『
本
草
綱
目
』

で
も
、
社
丹
を
群
花
第
一
の
「
花
王
」
、
有
薬
を
「
花
相
」
（
花
の
宰
相
）とし
、
ま
た
、
清
の
『
淵
鑑
類

福
』
で
は
、
牡
丹
を
「
花
部
」
の
筆
頭
に
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
宋
・
蘇
拭
「
社
丹
記
紋
」
に
、



き
わ
き
わ
ほ
し
い
ま
ま
し
か
も
つ
も
ま

此
の
花
、
世
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
三
百
余
年
。
妖
を
窮
め
麗
を
極
め
、
以
て
天
下
の
観
美
を
檀
に
す
。
而
し
て
近
歳
尤
も
復
た
変
態
百
出

し
る
た

し
、
務
め
て
新
奇
を
為
し
、
以
て
時
好
を
追
逐
せ
る
者
、
紀
す
に
勝
う
べ
か
ら
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
品
種
改
良
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
牡
丹
の
品
種
は
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
増
加
し
、明
の
「
群
芳
譜
』
で

は
す
で
に
百
八
十
余
種
を
数
え
、
清
の
『
広
群
芳
譜
』
で
は
、
そ
の
上
に
更
に
約
二
百
種
を
増
補
し
て
い
る
。

社
丹
の
花
は
、
大
型
で
量
感
が
あ
り
、
色
彩
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
も
富
む
鮮
美
な
花
で
あ
る
ゆ
え
に
、

そ
の
印
象
は
、
華
麗
で
艶
っ
ぽ
く
、

豊
満
で
力
強
い
も
の
が
あ
る
。
「
錦
抱
紅
」
「
慶
天
香
」
「
祥
雲
紅
」
「
七
宝
冠
」
「
太
平
楼
閣
」
「
翠
紅
般
」
「
玉
楼
春
」
「
繍
衣
紅
」
「
状
元
紅
」

「
金
屋
矯
」
「
富
貴
紅
」
「
八
艶
肱
」
「
粉
西
施
」
「
酔
楊
妃
」
「
瞭
脂
楼
」
：
：
：
こ
う
し
た
社
丹
の
品
種
名
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
牡
丹

の
象
徴
す
る
も
の
は
、
世
俗
的
な
意
味
で
の
幸
福
、
す
な
わ
ち
、
富
貴
・
吉
祥
・
繁
栄
・
太
平
で
あ
り
、
女
性
の
美
に
た
と
え
れ
ば
、
他
を

圧
倒
す
る
あ
で
や
か
な
美
し
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
豪
奪
で
派
手
な
美
し
さ
は
、
原
色
を
好
ん
で
用
い
る
中
国
の
宮
殿
・
寺
院
な
ど
の
建
築

を
考
え
合
わ
せ
て
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
中
国
人
の
美
的
趣
味
に
よ
く
合
っ
た
も
の
で
あ
り
、
牡
丹
が
「
花
王
」
「
国
色
天
香
」

と
呼
ば
れ
、
人
々
に
珍
重
さ
れ
て
き
た
所
以
が
容
易
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て

こ
う
し
た
牡
丹
の
印
象
を
ふ
ま
え
て
、
『
脚
斎
志
異
』
の
中
の
牡
丹
の
故
事
二
篇
を
具
体
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
は
じ

め
に
、
「
葛
巾
」
の
梗
概
を
記
そ
う
。

洛
陽
の
常
大
用
は
、
牡
丹
の
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
曹
州
で
の
旅
先
の
庭
園
で
、
仙
女
の
如
く
美
し
い
女
性
葛
巾
と
出
会
う
。

男
は
女
に
惚
れ
込
み
、
や
が
て
女
も
男
の
情
に
応
え
、
二
人
は
あ
い
び
き
を
重
ね
た
末
、

駆
け
落
ち
す
る
。
二
人
は
結
婚
し
、
葛
巾
の



義
妹
玉
版
も
常
大
用
の
弟
と
夫
婦
と
な
り
、
二
年
後
、
姉
妹
と
も
そ
れ
ぞ
れ
男
の
子
を
産
む
。
と
こ
ろ
が
、
女
の
身
元
に
不
審
を
抱
い

た
常
大
用
が
、
再
び
曹
州
へ
出
か
け
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
女
が
牡
丹
の
精
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
素
性
を
疑
わ
れ
た
葛
巾
は
、玉

版
と
共
に
男
の
前
か
ら
姿
を
消
す
。

ま
ず
、
主
人
公
の
花
妖
の
名
前
で
あ
り
、
作
品
の
篇
名
で
も
あ
る
「
葛
巾
」
は
、
『
広
群
芳
譜
』
に
も
見
え
る
紫
の
牡
丹
の
品
種
名
「
葛
巾
紫
」

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
義
妹
の
名
「
玉
版
」
も
、
や
は
り
白
い
牡
丹
の
品
種
名
「
玉
版
民
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
人
は
魂

こ
れ
は
「
貌
花
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
桃
黄
」
「
左
花
」
な
ど
の
よ
う
に
、
牡
丹
の
品
種
名
は
、
そ
の
栽
培
を

姓
を
名
乗
る
が
、

は
じ
め
た
氏
族
の
姓
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
貌
花
」
（
「
貌
紫
」
あ
る
い
は
「
貌
紅
」
と
も
言
う
）
も
そ
の
例
で
あ
り
、
「
花
后
」
（
花
の

皇
后
）
と
称
さ
れ
、
最
も
高
価
な
品
種
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

で
は
、
作
品
の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

常
大
用
、
洛
人
、
癖
好
社
丹
。
聞
曹
州
社
丹
甲
斉
魯
、
心
向
往
之
。
適
以
他
事
如
曹
、
因
仮
措
紳
之
園
居
罵
。

常
大
用
は
洛
陽
の
人
で
、
牡
丹
の
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
曹
州
の
牡
丹
は
山
東
地
方
で
第
一
だ
と
い
う
話
を
聞
い
て
、か
ね
て
あ
こ
が
れ

て
い
た
。

た
ま
た
ま
別
の
用
事
が
あ
っ
て
曹
州
へ
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
貴
紳
の
庭
園
内
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
い
た
。

こ
の
短
い
冒
頭
の
部
分
で
、
す
で
に
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
常
大
用
は
洛
陽
の
人
間
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、

前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
洛
陽
は
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
、
牡
丹
の
栽
培
の
中
心
地
で
あ
り
、
牡
丹
は
「
洛
陽
花
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

そ
し
て
、
常
大
用
は
曹
州
（
今
の
山
東
省
荷
沢
県
）

へ
出
か
け
る
が
、
曹
州
も
ま
た
社
丹
と
関
係
が
深
い
。
牡
丹
の
主
要
産
地
は
時
代
に
よ

っ
て
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
唐
代
で
は
、
は
じ
め
は
都
長
安
で
流
行
す
る
が
、
の
ち
に
洛
陽
へ
中
心
が
移
り
、
宋
代
に
ま
で
至
る
。
南
宋
で

は
、
彰
州
（
今
の
四
川
省
彰
県
）
、明
代
で
は
、
宅
州
（
今
の
安
徽
省
宅
県
）
で
盛
ん
に
な
る
。
そ
し
て
、
清
代
に
至
る
と
、
曹
州
が
全
国
随



一
の
牡
丹
の
産
地
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
珍
種
が
こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
清
・
余
鵬
年
『
曹
州
社
丹
譜
』
に
、

ご
と
や
や
う
ね
あ
ぜ

曹
州
の
園
戸
、
花
を
種
う
る
は
、
黍
粟
を
種
う
る
が
如
し
。
動
も
す
れ
ば
頃
を
以
て
計
り
、
東
郭
二
十
里
、
蓋
し
畦
を
連
ね
吟
を
接
す

る
な
り
。

と
記
述
が
あ
り
、
曹
州
に
お
け
る
牡
丹
栽
培
の
盛
況
を
伝
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
柳
斎
志
異
』
の
中
の
人
名
や
地
名
な
ど
固
有
名
詞
は
、
往
々

に
し
て
特
定
の
背
景
を
担
っ
て
お
り
、
任
意
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
場
合
が
多
い
。

ま
た

こ
こ
で
常
大
用
は
「
癖
好
牡
丹
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
癖
」
と
は
、
病
的
な
ほ
ど
に
あ
る
一
つ
の
物
事
に
夢
中
に
な
る
偏
っ
た

晴
好
を
い
う
言
葉
で
あ
り

こ
の
次
の
場
面
で
、
常
大
用
の
常
軌
を
逸
し
た
牡
丹
好
き
の
さ
ま
が
描
写
さ
れ
る
。

時
方
二
月
、
牡
丹
未
華
。
惟
俳
佃
園
中
、
目
注
句
萌
、
以
望
其
訴
、
作
懐
牡
丹
詩
百
絶
。
未
幾
、
花
漸
含
琶
、而
資
斧
将
匿
、
尋
典
春

衣
、
流
連
忘
返
。

な
が
め
て
は
、

で
、
牡
丹
は
ま
だ
花
を
咲
か
せ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
庭
園
の
中
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
回
っ
て
、
若
芽
を

h同
点
匂

そ
れ
が
開
く
の
が
待
ち
遠
し
く
、
「
牡
丹
を
懐
う
詩
」
絶
句
百
首
を
作
っ
た
り
し
て
い
た
。
し
ば
ら
く
た
つ
と
、
ょ
う
や

時
は
ち
ょ
う
ど
二
月
（
旧
暦
）

く
花
の
つ
ぼ
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
滞
在
の
旅
費
が
な
く
な
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
春
着
を
質
に
入
れ
て
、そ
こ
に
居

続
け
、
も
う
帰
る
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
続
い
て
、
常
大
用
と
葛
巾
の
出
会
い
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
二
人
の
出
会
い
は
、

一
見
偶
然
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
実
は
必
然
的
な

も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
常
大
用
の
牡
丹
に
対
す
る
異
常
な
ま
で
の
熱
情
が
、
本
人
の
知
ら
ぬ
聞
に
、

そ
の
花
の
精
を
彼
の

前
に
引
っ
張
り
出
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
黄
英
」
の
場
合
も
、
や
は
り
主
人
公
の
馬
子
才
に
菊
癖
が
あ
り
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
菊
の
姉

弟
に
出
会
う
。
こ
う
し
た
出
会
い
の
仕
組
み
は
、
「
黄
英
」
に
付
せ
ら
れ
た
渇
鎮
轡
の
評
語
が
、
端
的
に
語
る
。



物
は
好
む
所
に
緊
ま
る
。
書
に
癖
す
る
者
に
は
郷
婦
畢
く
集
ま
り
、
友
に
癖
す
る
者
に
は
群
賢
畢
く
至
り
、
花
に
癖
す
る
者
に
は
百
井

ゆ
え

績
紛
た
り
。
馬
子
才
の
花
精
を
感
動
せ
し
む
は
以
有
る
な
り
。

こ
の
よ
う
に
、
真
に
そ
れ
を
好
む
男
の
面
前
に
、
そ
の
も
の
の
精
が
姿
を
現
わ
し
、

男
の
情
に
応
え
る
が
如
く
、
ド
ラ
マ
を
展
開
し
て
い
く

と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
、
花
妖
の
故
事
の
み
だ
け
で
な
く
、
「
鵠
異
」
（
巻
六
）の
鳩
の
精
、
「
石
清
虚
」
（
巻
十
二
の
石
の
精
、
「
書
痴
」
（
巻

十
二

の
書
中
の
美
人
な
ど
、
『
柳
斎
志
異
』の
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
常
大
用
と
葛
巾
の
出
会
い
の
場
面
を
、
次
に
見
て
み
よ
う
。

一
日
、
凌
長
趨
花
所
、
則
一
女
郎
及
老
極
在
意
。
疑
是
貴
家
宅
春
、
亦
遂
趨
返
。
暮
而
往
、

又
見
之
、
従
容
避
去
。
微
窺
之
、
宮
肢
艶

絶
。
舷
迷
之
中
、
忽
転
一
想
、
此
必
仙
人
、
世
上
宣
有
此
女
子
乎
。

思
い
、
急
い
で
引
き
返
し
た
。
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
行
っ
て
み
る
と
、

ま
た
二
人
を
見
か
け
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
避
け
て
通
っ
た
。

あ
る
日
、
朝
早
く
花
の
あ
る
場
所
へ
行
っ
て
み
る
と
、

一
人
の
若
い
娘
と
老
婦
人
が
そ
こ
に
い
た
。
身
分
の
高
い
家
柄
の
人
だ
ろ
う
と

ち
ら
り
と
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
｛
呂
女
の
装
い
で
、な
ん
と
も
あ
で
や
か
で
あ
っ
た
。
目
の
く
ら
む
思
い
で
う
っ
と
り
と
な
り
な
が
ら
、

ふ
と
考
え
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
仙
人
だ
。
こ
の
世
に
こ
の
よ
う
な
女
性
が
い
る
は
ず
が
な
い
！

こ
こ
で
は
、
女
の
美
し
き
を
「
宮
肢
艶
絶
」
と
形
容
す
る
が
、
こ
れ
は
正
に
牡
丹
の
美
し
き
の
形
容
そ
の
も
の
で
あ
る
。か
す
か
な
清
香

を
漂
わ
せ
る
梅
や
菊
な
ど
と
は
異
な
り
、
牡
丹
は
、
「
舷
迷
」
さ
せ
ん
ば
か
り
の
強
い
衝
撃
を
伴
う
美
し
き
で
人
を
魅
惑
す
る
。
こ
の
場
面
を

含
め
て
、
作
品
中
で
は
、
し
ば
し
ば
葛
巾
を
仙
女
に
た
と
え
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
牡
丹
の
イ
メ
ー
ジ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
牡
丹
に

は
、
「
玉
天
仙
」
「
玉
仙
肢
」
「
百
葉
仙
人
」
な
ど
、
「
仙
」
と
名
の
つ
く
品
種
が
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
牡
丹
の
象
徴
す
る
女
性
美
は
、
単
な
る
外
見
的
な
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
容
貌
に
加
え
て
、
家
柄
の
良
さ
や
優
れ
た
才
能
も
、
時



と
し
て
問
題
に
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
才
色
兼
備
で
豊
満
な
、
万
能
型
の
女
性
の
美
し
き
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
葛
巾
の
姿

は
、
常
大
用
の
目
に
は
「
貴
家
宅
脊
」
の
女
性
と
し
て
映
る
。
葛
巾
の
性
格
も
、
実
に
牡
丹
の
精
に
ふ
さ
わ
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
男
に
対

し
て
自
分
か
ら
あ
い
び
き
を
指
図
し
た
り
、
駆
け
落
ち
の
手
筈
を
整
え
た
り
、
男
の
方
よ
り
む
し
ろ
積
極
的
に
、
大
胆
に
行
動
し
て
い
る
。

大
器
と
玉
版
の
婚
礼
も
全
て
葛
巾
が
提
案
し
、
事
を
運
ん
で
お
り
、
ま
た
、
強
盗
に
襲
わ
れ
た
際
に
も
、
葛
巾
の
巧
妙
な
弁
舌
で
難
を
逃
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
品
の
随
所
で
、
葛
巾
の
奔
放
な
ま
で
の
積
極
性
、
力
強
き
、
聴
明
き
、

そ
し
て
毅
然
た
る
風
格
が
示
さ
れ
て
い

る

こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
他
の
花
で
は
演
じ
切
れ
な
い
社
丹
の
精
な
ら
で
は
の
性
格
と
言
え
よ
う
。

も
う
一
つ
、
花
妖
謂
に
お
い
て
き
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、

そ
の
女
体
か
ら
発
す
る
芳
香
の
描
写
で
あ
る
。

女
郎
近
曳
之
、
忽
聞
異
香
寛
体
、
即
以
手
握
玉
腕
而
起
、
指
膚
軟
眠
、
使
人
骨
節
欲
跡
。

女
が
常
大
用
に
近
寄
っ
て
彼
を
引
き
起
こ
す
と
、

た
ち
ま
ち
女
の
か
ら
だ
全
体
か
ら
異
様
な
芳
香
が
に
お
っ
て
き
た
。
す
ぐ
に
そ
の
玉

の
よ
う
な
腕
を
握
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
が
、

そ
の
手
の
肌
は
、
柔
ら
か
く
な
め
ら
か
で
、
人
の
骨
の
節
々
を
と
ろ
け
さ
せ
る
よ
う
だ
つ

た
。

幸
寂
無
人
、
入
則
女
郎
冗
坐
：
：
：
遂
狩
抱
之
。
織
腰
盈
掬
、
吹
気
如
蘭
。

幸
い
に
、
し
ん
と
し
て
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
女
の
部
屋
に
入
っ
て
い
く
と
、
女
は
一
人
ぽ
つ
ん
と
坐
っ
て
い
た
。
：
：
：
そ
こ
で
女

に
抱
き
つ
い
た
。
細
い
腰
は
手
の
ひ
ら
に
も
入
る
く
ら
い
で
、

吐
く
息
は
蘭
の
よ
う
に
芳
し
か
っ
た
。

捜
体
入
懐
、
代
解
祐
結
。
玉
肌
乍
露
、
熱
香
四
流
、
俣
抱
之
問
、
覚
鼻
息
汗
薫
、
無
気
不
複
。

女
の
体
に
手
を
か
け
、
引
き
寄
せ
て
抱
く
と
、
女
の
下
袴
の
結
び
紐
を
解
い
て
や
っ
た
。
玉
の
肌
が
き
っ
と
あ
ら
わ
れ
る
と
、
熱
い
香

り
が
あ
た
り
に
流
れ
た
。
抱
き
か
か
え
て
い
る
と
、
息
と
い
い
、
汗
と
い
い
、
芳
香
を
放
た
ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
。



再
三
繰
り
返
さ
れ
る
女
の
芳
香
の
描
写
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
花
井
の
香
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
牡
丹
は
香
り
が
強
く
、

(6
) 

中
で
も
、
紫
の
牡
丹
は
最
も
強
烈
な
香
り
を
放
つ
と
い
う
。

ま
た
、
上
に
挙
げ
た
芳
香
の
描
写
の
中
に
は

つ
や
の
あ
る
な
め
ら
か
な
肌
の
感
触
や
、
女
の
息
づ
か
い
な
ど
、
き
わ
め
て
官
能
的
な
描

写
が
含
ま
れ
て
お
り

エ
ロ
チ
ッ
ク
で
さ
え
あ
る
。
男
の
迫
り
方
も
露
骨
で
あ
り
、
同
じ
花
妖
請
で
も
、
こ
う
し
た
芳
香
の
描
写
や
煽
情
的

な
描
写
が
全
く
見
ら
れ
な
い
「
黄
英
」
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
牡
丹
と
菊
の
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
に
よ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

菊
の
清
楚
き
が
高
潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
牡
丹
は
、
そ
の
あ
で
や
か
さ
ゆ
え
に
、
肉
感
的
な
存
在
で
あ
り
、
男
と
も

容
易
に
濃
厚
な
関
係
を
持
ち
や
す
い
の
で
あ
る
。

四

次
に
、
「
香
玉
」
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

開
砂
州
の
黄
生
は
、
労
山
の
下
清
宮
（
道
教
の
寺
）に
別
荘
を
造
営
し
、
書
物
を
読
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
白
い
服
の
女
香
玉
と
、
赤
い

服
の
女
粋
雪
に
出
会
う
。
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
白
牡
丹
と
耐
冬
の
精
で
あ
っ
た
。
男
は
香
玉
と
恋
仲
に
な
る
が
、の
ち
に
白
牡
丹
が
人
に

掘
り
返
さ
れ
て
し
ま
い
、
香
玉
は
泣
く
泣
く
男
の
も
と
か
ら
去
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
黄
生
は
粋
雪
を
相
手
に
時
を
過
ご
す
。

ル
」
こ
λ
J

が
、
し
ば
ら
く
た
つ
と
、
貫
生
の
至
情
に
感
じ
た
花
神
が
、
香
玉
を
再
ぴ
寺
へ
降
す
こ
と
に
な
り
、
黄
生
と
香
玉
は
再
会
し
、
も
と
の

よ
う
に
情
を
交
す
。

の
ち
、
男
が
病
気
で
死
ぬ
と
、
男
は
自
ら
の
予
言
通
り
、
牡
丹
に
化
し
て
芽
を
吹
く
。
し
か
し
、そ
の
牡
丹
は
や

が
て
伐
ら
れ
て
し
ま
い
、
す
る
と
白
牡
丹
と
耐
冬
も
間
も
な
く
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

前
章
で
「
葛
巾
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
は
、
同
じ
社
丹
の
故
事
で
あ
る
「
香
玉
」
に
つ
い
て
も
、基
本
的
に
は
、
ほ
ほ
あ
て
は
ま
る
。



容
姿
に
つ
い
て
は

未
幾
、
女
郎
又
借
一
紅
裳
者
来
、
進
望
之
、
艶
麗
双
絶
。

間
も
な
く
、
女
は
も
う
一
人
の
赤
い
服
を
着
た
女
を
伴
っ
て
や
っ
て
来
た
。
遠
く
か
ら
見
る
と
、
二
人
と
も
途
方
も
な
く
艶
麗
で
あ
る
。

と
あ
り
、
芳
香
に
つ
い
て
も
、

二
女
驚
奔
、
袖
祐
瓢
梯
、
香
気
洋
溢
。

二
人
の
女
は
驚
い
て
逃
げ
て
い
っ
た
。
袖
や
裾
が
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
、
芳
し
い
香
り
が
あ
た
り
に
満
ち
た
。

と
あ
る
。
ま
た
、
香
玉
は
、
黄
生
と
詩
の
応
酬
を
し
、
黄
生
に

卿
秀
外
恵
中
、
令
人
愛
而
忘
死
。

さ
と

あ
な
た
は
容
貌
が
美
し
く
、
心
も
ま
た
慧
い
方
だ
。
人
を
死
ぬ
ほ
ど
夢
中
に
さ
せ
る
。

と
言
わ
し
め
て
い
る
よ
う
に
、
外
見
の
美
し
き
だ
け
で
な
く
、
内
面
的
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
香
玉
」
で
特
に
際
立
っ
た
点
は
、
色
彩
の
多
様
性
で
あ
る
。
香
玉
が
登
場
す
る
場
面
で
は
、

一
目
、
自
窟
中
見
女
郎
、
素
衣
掩
映
花
問
。

あ
る
日
、
窓
か
ら
見
る
と
、
若
い
女
が
、

ま
ァ
日
い
服
を
着
て
、
花
々
の
間
に
照
り
映
え
て
い
た
。

と
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
の
中
に
鮮
や
か
な
純
白
色
を
浮
か
び
出
さ
せ
て
い
る
。
「
香
玉
」
と
い
う
名
は
、
『
広
群
芳
譜
』
等
に
牡
丹
の
品
種

(7
) 

名
と
し
て
の
記
載
は
な
い
が
、
「
玉
」
の
字
か
ら
連
想
す
る
色
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
白
で
あ
る
。
ま
た
、
冬
に
赤
い
花
を
咲
か
せ
る
耐
冬

の
木
の
精
に
は
「
粋
雪
」
（
粋
は
濃
い
赤
色
）
と
名
づ
け
、
赤
い
衣
裳
で
登
場
さ
せ
て
い
る
。き
ら
に
、
主
人
公
の
書
生
の
姓
は
「
黄
」
で
あ

り
、
ま
た
、
寺
へ
や
っ
て
来
て
自
社
丹
を
掘
り
返
し
て
い
っ
た
男
の
姓
は
「
藍
」
で
あ
る
。
「
葛
巾
」
で
も
、
葛
巾
の
紫
、
玉
版
の
白
が
用
い



ら
れ
て
い
る
が
、
「
香
玉
」
に
お
い
て
は
、
白
・
赤
・
黄
・
青
が
配
色
さ
れ
て
お
り
、よ
り
意
図
的
に
色
彩
を
多
様
化
さ
せ
、
花
妖
請
に
ふ
さ

わ
し
い
作
品
全
体
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
効
果
を
ね
ら
っ
た
あ
と
が
う
か
が
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
牡
丹
は
盛
ん
に
品
種
改
良
が
行
わ
れ
て

お
り
、
赤
・
白
・
黄
・
ピ
ン
ク
・
緑
・
紫
・
黒
（
暗
紫
色
）
な
ど
、
花
井
の
色
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
。
同
じ
花
妖
請
で
も
、

一
般
的
イ
メ

ー
ジ
の
上
で
は
黄
色
と
決
ま
っ
て
い
る
菊
の
精
に
は
、
こ
う
し
た
変
化
は
見
ら
れ
よ
う
が
な
い
。

「
葛
巾
」
と
同
様
に
、
「
香
玉
」
に
お
い
て
も
、
花
妖
を
描
写
す
る
際
に
、
植
物
と
し
て
の
牡
丹
の
属
性
や
印
象
が
、
作
品
の
所
々
に
活
か

さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
部
分
で
も
、
例
え
ば
、
香
玉
が
再
び
自
分
の
芽
を
吹
か
せ
る
た
め
に
、
黄
生
に
対
し
て
、

君
以
白
散
屑
、
少
雑
硫
黄
、
目
前
妾
一
杯
水
。

か
が
み
ぐ
さ
の
粉
に
硫
黄
を
少
し
ま
ぜ
て
水
に
と
か
し
、
毎
日
一
杯
ず
つ
私
に
そ
そ
い
で
下
き
い
。

(8
) 

と
語
る
部
分
は
、
「
広
群
芳
譜
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
実
際
の
牡
丹
の
栽
培
法
に
の
っ
と
っ
た
セ
リ
フ
で
あ
る
。
花
妖
以
外
で
も
、
例
え
ば
、

「
鵠
異
」
（
巻
六
）
の
冒
頭
で
鳩
の
品
種
名
を
羅
列
し
て
い
る
よ
う
に
、
異
類
の
故
事
を
扱
う
際
に
、
そ
の
異
類
に
関
す
る
か
な
り
細
か
い
知

識
ま
で
作
品
の
中
に
運
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
『
柳
斎
志
異
』
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

き
て
、
故
事
の
主
題
に
着
目
す
る
と
、
「
香
玉
」
の
主
題
は
、
「
情
」
の
一
語
に
尽
き
る
。
篇
末
の
「
異
史
氏
日
」
に
、

情
之
至
者
、
鬼
神
可
通
。
花
以
鬼
従
、

而
人
以
魂
寄
、
非
其
結
が
情
者
深
耶
。

情
が
こ
の
上
な
く
深
く
な
る
と
、
鬼
神
に
も
通
じ
る
。
花
（
香
玉
）
は
幽
霊
と
な
っ
て
人
に
つ
れ
添
い
、
人
（
黄
生
）
は
死
ん
で
も
そ

の
魂
を
花
に
寄
せ
た
の
は
、
そ
の
凝
り
閤
ま
っ
た
情
の
深
さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
あ
り
、
作
品
の
随
所
で
黄
生
の
情
痴
ぶ
り
が
示
き
れ
る
。
死
ん
で
自
ら
牡
丹
に
化
す
こ
と
を
予
言
す
る
際
の
セ
リ
フ
に
、

此
我
生
期
、
非
死
期
也
、
何
哀
為
。



こ
れ
は
私
が
生
ま
れ
る
時
で
あ
っ
て
、
死
ぬ
時
で
は
な
い
の
だ
。
何
を
悲
し
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

と
あ
る
よ
う
に
、
黄
生
の
情
は
、
生
死
を
超
越
し
た
一
途
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
香
玉
も
ま
た
、

粋
姉
性
殊
落
落
、
不
似
妾
情
痴
也
。

粋
雪
姉
さ
ん
は
、
気
性
が
と
て
も
き
っ
ば
り
し
て
い
て
、
私
み
た
い
に
情
に
溺
れ
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
、
情
痴
を
自
認
す
る
。
こ
れ
は
、
男
の
情
に
感
じ
、
女
も
情
を
以
て
情
に
報
い
る
と
い
う
恋
愛
故
事
の
常
套
的
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
花
神
を
感
動
せ
し
め
て
香
玉
を
再
生
さ
せ
た
の
も
黄
生
の
情
で
あ
っ
た
。
人
間
の
純
粋
な
熱
情
や
一
途
な
祈
願
が
天
に

通
じ
、
異
変
や
奇
跡
を
起
こ
す
と
い
う
話
は
、
怪
異
小
説
や
民
間
伝
承
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
黄
生
は
、
香
玉
と
粋
雪
の
二
人
の
女
性

を
相
手
に
す
る
が

一
人
の
男
に
複
数
の
女
が
関
係
す
る
の
は
、
中
国
の
旧
社
会
の
風
習
を
反
映
し
た
も
の
で
、
中
国
の
小
説
に
は
珍
し
く

な
い
。
『
柳
斎
志
異
』
の
異
類
語
に
お
い
て
も
、男
は
異
類
の
女
と
関
係
を
持
つ
前
に
す
で
に
人
間
の
妻
が
い
る
と
い
う
場
合
が
多
い
。
ま
し

て
、
黄
生
は
、
香
玉
を
「
愛
妻
」
、
粋
雪
を
「
良
友
」
と
明
確
に
区
別
し
て
お
り
、
粋
雪
の
存
在
は
、
黄
生
の
香
玉
に
対
す
る
痴
情
の
純
度
を

損
う
も
の
で
は
な
い
。

情
を
主
題
と
す
る
点
で
は
、
「
葛
巾
」
も
同
様
で
あ
る
。
花
妖
謹
の
中
で
も
、
牡
丹
の
精
は
、
濃
密
な
情
を
演
じ
や
す
い
。
菊
の
高
潔
な
印

象
が
ま
き
っ
て
、
女
性
と
し
て
の
情
感
を
ほ
と
ん
ど
見
せ
な
い
「
黄
英
」
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
「
葛
巾
」
と
「
香
玉
」
は
、
同
じ
素
材
を
用

い
て
、
同
じ
主
題
に
沿
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
篇
は
明
ら
か
に
姉
妹
篇
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
似
た
よ
う
な
作
品
の

繰
り
返
し
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
作
者
が
意
図
的
に
両
者
の
聞
に
変
化
を
持
た
せ
た
あ
と
も
う
か
が
え
る
。
同
じ
情
痴
と
言
っ
て
も
、

「
葛
巾
」
の
常
大
用
と
「
香
玉
」
の
黄
生
と
で
は
、や
や
タ
イ
プ
が
異
な
る
。
常
大
用
の
場
合
は
、
も
と
も
と
牡
丹
に
対
す
る
癖
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
葛
巾
と
出
会
う
契
機
と
な
る
。
女
の
調
合
し
た
毒
を
あ
お
る
場
面
な
ど
、
い
か
に
も
情
痴
で
は
あ
る
が
、
結
末
で
、
女
の
素
性
に
疑



念
を
抱
い
て
破
綻
を
招
い
て
い
る
よ
う
に
、
閲
達
さ
に
欠
け
、
情
に
徹
し
切
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
黄
生
に
は
牡
丹
癖
は
な
く
、
香
玉
と
の

出
会
い
は
、
貫
生
の
詩
才
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
死
ん
で
牡
丹
と
化
し
、
香
玉
と
永
遠
に
運
命
を
共
に
す
る
。

花
妖
の
描
写
も
、
葛
巾
の
方
は
、

そ
の
醸
し
出
す
イ
メ
ー
ジ
が
牡
丹
そ
の
ま
ま
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
香
玉
は
、
花
妖
と
し
て

の
牡
丹
の
イ
メ
ー
ジ
が
や
や
稀
薄
で
あ
り
、
作
者
の
意
図
は
、
花
妖
を
描
く
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
男
女
の
情
を
描
き
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
。

一
読
し
た
印
象
も
、
「
香
玉
」
の
方
が
、
単
な
る
異
類
語
か
ら
一
歩
踏
み
出
て
、文
学
作
品
と
し
て
、
よ
り
精
錬
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

五

『
柳
斎
志
異
』
の
異
類
語
で
は
、
異
類
の
生
物
と
し
て
の
属
性
や
印
象
、
あ
る
い
は
民
俗
信
仰
上
の
象
徴
性
を
巧
み
に
利
用
し
て
物
語
を

す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、

た
だ
作
中
の
男
だ
け
が
な
か
な
か
気
が
付
か
な
い
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
白
蛇
伝
』
を
見
る
観
衆
が
、
白
素

構
成
し
て
い
る
。
作
者
は
、
作
品
の
は
じ
め
か
ら
、
再
三
、
手
か
え
品
か
え
、
女
が
異
類
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
読
み
手
は
、
そ
れ
と

貞
の
正
体
を
な
か
な
か
悟
ら
な
い
許
仙
に
や
き
も
き
す
る
心
情
に
似
通
っ
た
も
の
で
あ
り
、
『
柳
斎
志
異
』
の
異
類
請
で
は
、
こ
う
し
た
芝
居

的
効
果
が
計
算
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
植
物
を
志
怪
の
題
材
に
取
り
込
む
こ
と
は
、
蒲
松
齢
の
創
案
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
草
木
・
花
井
の
怪
異
請
は
古
く
か
ら

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
木
か
ら
血
が
出
た
り
、
人
間
の
形
を
し
た
草
が
生
え
た
り
、
冬
に
梨
の
花
が
咲
い
た
り
と
い
っ
た
怪
異
現
象
を
記
す
も

(9
) 

そ
の
多
く
は
、
吉
凶
の
予
兆
や
歴
史
的
事
件
の
前
触
れ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

の
が
主
で
、

花
妖
が
美
女
の
姿
を
借
り
て
現
わ
れ
る
話
も
古
く
か
ら
す
で
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
集
異
記
』
に
見
え
る
百
合
の
精
の
話
か
ら
、
男
と

花
妖
の
出
会
い
の
場
面
を
引
用
す
る
と



忽
ち
白
衣
の
美
女
に
逢
う
。
年
十
五
、
六
。
姿
貌
絶
異
な
り
。
客
、
其
の
来
た
る
と
こ
ろ
を
詞
う
に
、
笑
い
応
え
て
日
く
、
家
は
山
前

う
つ
く
お
も

に
在
り
、
と
。
客
、
心
に
山
前
に
是
の
子
無
き
を
知
る
も
、
亦
未
だ
妖
た
り
と
疑
わ
ず
。
但
だ
心
に
殊
に
尤
し
と
以
い
、
其
の
観
視
を

貧
り
、
且
つ
挑
み
且
つ
悦
ぶ
。
因
り
て
誘
い
て
室
に
致
り
、
歓
を
交
し
義
を
結
び
、
情
款
甚
だ
密
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
花
妖
は
す
で
に
男
の
欲
望
の
対
象
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
酉
陽
雑
組
』
に
は
、
花
の
精
た
ち
を
風
か
ら
守
っ
た
雀
玄
微
と
い
う
男
の
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
醒
世
恒
言
』
の
「
濯
花
隻
晩

ゃ
な
ぎ
す
も
も
ぎ
く
ろ

逢
仙
女
」
の
入
話
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
故
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
楊
・
李
・
桃
・
石
棺
の
精
が
登
場
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
姓
を
楊
・

李
・
陶
（
「
桃
」
と
同
音
）
・
石
と
名
乗
り
、
身
に
ま
と
っ
て
い
る
衣
裳
の
色
も
、そ
れ
ぞ
れ
、
緑
・
白
・
紅
・
緋
と
い
う
よ
う
に
、
植
物
の

色
と
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
花
妖
た
ち
の
宴
の
場
面
に
は

と
、
芳
香
の
描
写
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
『
太
平
広
記
」
（
巻
四
百
十
六
）

こ
の
話
に
次
の
よ
う
な
別
の
話
が
付
加
き
れ
て
い
る
。

尊
賢
坊
の
田
弘
正
宅
、
中
門
外
に
紫
牡
丹
の
樹
と
成
れ
る
有
り
。
花
発
く
こ
と
千
余
柔
。
花
の
盛
ん
な
る
時
、
月
夜
の
毎
に
、
小
人
五
、

た
け
か
く
ま
さ
こ
れ
お
お
す
な
わ

六
、
長
尺
余
な
る
も
の
有
り
て
、
花
上
に
遊
ぶ
。
此
の
如
き
こ
と
七
、
八
年
。
人
将
に
之
を
掩
わ
ん
と
す
れ
ば
、
轍
ち
所
在
を
失
う
。

で
は
、

色
皆
殊
絶
、
満
座
十
分
芳
た
り
、
複
複
と
し
て
人
を
襲
う
。

こ
の
よ
う
に
、
花
の
妖
精
を
小
人
と
す
る
発
想
は
、
「
香
玉
」
に
も
、

少
時
巳
開
、
花
大
始
盤
、
徹
然
有
小
美
人
坐
薬
中
、
裁
三
四
指
許
、
転
瞬
瓢
然
欲
下
、
則
香
玉
也
。

し
ば
ら
く
す
る
と
花
が
聞
き
、

そ
の
花
は
盆
の
よ
う
に
大
き
く
、
中
に
は
っ
き
り
と
小
さ
な
美
人
が
い
て
、
蕊
の
間
に
坐
っ
て
い
た
。

わ
ず
か
三
、
四
す
ば
か
り
で
、
ま
た
た
く
問
に
ひ
ら
り
と
地
面
に
降
り
る
と
、

そ
れ
は
香
玉
で
あ
っ
た
。

と
あ
る
。



（
叩
）

な
お
、
「
香
玉
」
に
つ
い
て
は
、
よ
く
似
た
故
事
が
、
『
労
山
叢
拾
』
に
見
え
る
。

ひ
と
か
か
え
を
こ
え

上
清
宮
の
北
、
洞
有
り
て
煙
霞
洞
と
日
う
。
：
：
：
洞
前
に
一
白
牡
丹
あ
り
、
巨
議
岡
抱
、
数
百
年
の
物
な
り
。
相
伝
う
る
に
、
前
明
、

こ
れ
は
か

即
墨
の
藍
侍
郎
な
る
者
、
其
の
地
に
瀞
ぴ
、
花
を
見
て
之
を
悦
び
、
圏
中
に
移
植
せ
ん
と
擬
り
て
未
だ
言
わ
ざ
る
な
り
。
是
の
夜
、
道

わ
れ
ま
さ

人
、
一
白
衣
の
女
子
を
夢
み
、
来
た
り
て
別
れ
て
日
く
、
余
今
当
に
暫
く
此
を
別
る
る
べ
し
。
某
年
月
日
に
至
れ
ば
再
び
来
た
ら
ん
、

あ
し
た
っ
か
て
が
み

と
。
明
に
及
ぴ
、
藍
｛
臣
、
人
を
遣
わ
し
て
東
を
持
し
来
た
り
て
此
の
花
を
取
ら
し
む
。
道
人
之
を
異
と
し
、
夢
中
の
年
月
を
壁
に
志
す
。

は
し
み
も
と

期
に
至
り
て
、
道
人
又
女
子
を
夢
み
、
来
た
り
て
日
く
、
余
今
帰
れ
り
、
と
。
暁
に
起
き
趨
り
視
れ
ば
、
則
ち
旧
花
を
植
え
し
処
、
果

つ
ぼ
み
す
み
や

た
し
て
蒼
琶
怒
発
す
。
議
一
か
に
奔
り
藍
に
告
ぐ
。
園
中
に
趨
り
之
を
視
れ
ば
、
則
ち
移
植
せ
し
所
の
者
、
果
た
し
て
楕
死
せ
り
。

と
あ
り
、
「
香
玉
」
の
プ
ロ
ッ
ト
の
一
部
は
、
恐
ら
く
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

初
め
木
有
薬
有
り
て
沈
香
亭
の
前
に
植
う
。
其
の
花

一
日
忽
ち
聞
き
、

ひ
る

一
枝
両
頭
、
朝
は
則
ち
深
紅
、
午
は
則
ち
深
碧
、
暮
は
則
ち

あ
や

此
れ
花
木
の
妖
、
訪
し
む
に
足
ら
ざ
る

ま
た
、
牡
丹
を
「
妖
」
と
す
る
発
想
は
、
唐
代
か
ら
す
で
に
あ
る
。
「
開
元
天
宝
遺
事
』
に
、

深
黄
、
夜
は
則
ち
粉
白
。
昼
夜
の
内
、
香
艶
各
お
の
異
な
れ
り
。
帝
、
左
右
に
謂
い
て
日
く
、

な
り
、

と

と
あ
り
、
牡
丹
を
「
花
木
之
妖
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
歴
代
、
牡
丹
を
歌
っ
た
詩
の
中
で
も
、
「
妖
」
の
字
を
以
て
牡
丹
を
形
容
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
『
脚
斎
志
異
』
の
花
妖
請
は
、
題
材
・
発
想
の
上
で
は
、
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
「
葛
巾
」
も
「
香
玉
」
も
、

六
朝
・
唐
以
来
の
花
妖
請
の
パ
タ
ー
ン
を
仮
り
て
物
語
を
構
成
し
、
古
く
か
ら
定
ま
っ
た
牡
丹
の
イ
メ
ー
ジ
に
し
た
が
っ
て
、
社
丹
の
精
を

仕
立
て
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

ま
た

こ
う
し
た
古
く
か
ら
の
材
料
を
使
い
な
が
ら
、
花
妖
請
を
手
の
込
ん
だ
文
学
作



品
と
し
て
新
た
に
創
作
し
て
い
く
過
程
で
、
「
情
」
「
痴
」
を
主
題
と
し
て
据
え
た
点
に
お
い
て
は
、
両
者
と
も
著
し
く
時
代
性
の
強
い
作
品

で
あ
る
と
言
え
る
。

「
情
」
「
痴
」
は
、明
末
の
一
つ
の
典
型
的
な
文
人
精
神
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、明
清
の
戯
曲
や
白
話
小
説
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
る
テ
l

マ
で
あ
っ
た
。
『
醒
世
恒
言
』
の
「
売
油
郎
独
占
花
魁
」
な
ど
は
、
典
型
的
な
情
痴
の
話
と
言
え
よ
う
し
、
湯
顕
祖
の
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の

題
詞
に
見
え
る
一
節
、

ひ
と

情
は
起
こ
る
所
を
知
ら
ず
、
一
た
ぴ
往
き
て
深
く
、
生
者
は
以
て
死
ぬ
べ
く
、
死
は
以
て
生
く
る
べ
し
。
生
き
て
与
に
死
ぬ
べ
か
ら
ず
、

死
し
て
復
た
生
き
る
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
皆
情
の
至
り
に
非
ざ
る
な
り
。

は
、
そ
の
ま
ま
「
香
玉
」
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
柳
斎
志
異
』
は
、
戯
曲
や
白
話
小
説
で
扱
う
よ
う
な
テ
l

マ
を
文
言
小
説
の

ま
た
、

明
清
時
代
は
、
「
花
痴
」
を
自
負
す
る
文
人
の
輩
出
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
明
代
の
経
済
発
展
に
と
も
な
い
、
花
の
商
品
化
が
飛

中
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

躍
的
に
拡
が
っ
た
こ
と
や

一
部
の
人
々
の
聞
に
享
楽
主
義
・
耽
美
主
義
的
な
生
活
態
度
が
延
蔓
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
土
壌
と
な
っ
て
、

明
清
は
、
花
の
文
化
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
急
激
に
栄
え
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、明
清
の
文
人
の
筆
記
・
小
品
文
な
ど
か
ら

直
接
的
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
説
の
中
で
も
、
『
醒
世
恒
一
言
』
の
「
濯
園
曳
晩
逢
仙
女
」
な
ど
が
、
当
時
の
花
痴
の
心
態
を
よ

く
伝
え
て
い
る
。

い
わ
ば
、
『
柳
斎
志
異
』
は
、
旧
套
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
の
思
潮
を
色
濃
く
反
映
し
た
志
怪
集
で
あ
り
、
そ
の
中
の
花
妖
謹
は
、

こ
う
し
た
『
柳
斎
志
異
』
の
文
学
的
本
質
を
最
も
端
的
に
具
現
し
た
実
に
柳
斎
ら
し
い
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、ま
た
同
時
に
、

花
と
い
う
も
の
が
本
来
的
に
持
つ
華
美
な
印
象
の
ゆ
え
に
、
他
の
異
類
で
は
醸
し
出
し
切
れ
な
い
美
的
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
極
め
て
特
殊
な



作
品
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

、
迂

(1
) 

(2
) 

(3
) 

(4
) 

(5
) 

一
九
六
二
年
）
に
従
う
。

本
論
中
の
『
柳
斎
志
異
』
の
巻
数
及
び
引
用
文
は
、
張
友
鶴
輯
校
『
柳
斎
志
異
会
校
会
注
会
評
本
』
（
中
華
書
局
、

岡
本
不
二
明
「
『
脚
斎
志
異
』
と
菊
」
（
「
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
紀
要
」
第
三
三
号
）
参
照
。

「
広
群
芳
譜
』
に
、
「
葛
巾
紫
、
花
円
正
而
富
麗
、
知
世
人
所
戴
葛
巾
状
」
と
あ
る
。

『
広
群
芳
譜
』
に
、
「
玉
版
白
、
単
葉
、
長
如
拍
板
、
色
如
玉
、
深
檀
心
」
と
あ
る
。

欧
陽
修
『
洛
陽
社
丹
記
』
「
花
釈
名
」
に
、
「
魂
花
者
、
千
葉
肉
紅
、
出
卦
貌
相
仁
湾
家
。
始
樵
者
絵
寿
安
山
中
見
之
、
研
以
売
貌
氏
。
貌
氏

池
館
甚
大
、
伝
者
云
、
此
花
初
出
時
、
人
有
欲
閲
者
、
人
税
十
数
銭
、
乃
得
登
舟
渡
池
至
花
所
。
貌
氏
日
収
十
数
緒
。
：
：
：
銭
思
公
嘗
日
、

人
謂
牡
丹
花
王
、
今
桃
黄
真
可
局
王
、
而
貌
花
乃
后
也
」
と
あ
る
。

「
広
群
芳
譜
』
に
、
「
大
凡
紅
白
者
多
香
、
紫
者
香
烈
而
欠
清
」
と
あ
る
。

耐
冬
は
常
緑
の
濯
木
。
王
士
禎
「
香
祖
筆
記
』
巻
十
に
、
「
労
山
多
耐
冬
花
、
花
色
殿
紅
、
冬
月
始
盛
開
、
雪
中
照
曜
山
谷
、
捕
望
皆
是
。
説

者
謂
即
南
中
之
山
茶
、
然
花
不
甚
大
。
所
云
海
紅
花
、
是
也
」
と
あ
る
。

『
広
群
芳
譜
』
の
社
丹
の
「
分
花
」
の
項
に
、
「
用
軽
粉
加
硫
黄
少
許
確
為
末
、
加
黄
土
成
泥
、
将
根
上
野
破
処
擦
勾
」
と
あ
り
、
「
種
花
」

の
項
に
、
「
用
細
土
持
白
敵
末
種
之
、
隔
五
す
一
枚
、
下
子
畢
、
上
加
細
土
一
寸
」
と
あ
る
。

「
建
安
二
十
五
年
正
月
、
貌
武
在
洛
陽
起
建
始
殿
、
伐
濯
龍
樹
而
血
出
。
又
掘
徒
梨
、
根
傷
而
血
出
。
貌
武
悪
之
、
遂
寝
疾
、
是
月
崩
。
是

歳
馬
貌
武
黄
初
元
年
」
（
「
捜
神
記
』
）
・
，
「
光
和
七
年
、
陳
留
済
陽
・
長
垣
、
済
陰
、
束
郡
、
菟
句
・
離
狐
界
中
、
路
辺
生
草
、
悉
作
人
状
、

操
持
兵
寄
、
牛
馬
龍
蛇
鳥
獣
之
形
、
白
黒
各
如
其
色
、
羽
毛
、
頭
目
、
足
麹
皆
備
、
非
但
訪
術
、
像
之
尤
純
。
旧
説
日
、
近
草
妖
也
。
是
歳

有
黄
巾
賊
起
、
漢
遂
微
弱
」
（
『
捜
神
記
』
）
．
，
「
唐
輿
平
之
西
、
有
梁
生
別
壁
、
其
後
園
有
梨
樹
十
余
株
。
太
和
四
年
冬
十
一
月
、
初
雪
舞
、

其
梨
忽
有
花
発
、
芳
而
且
茂
。
梁
生
甚
奇
之
、
以
局
吉
兆
。
有
章
氏
謂
梁
生
日
、
夫
木
以
春
而
栄
、
冬
而
捧
。
固
其
常
失
。
罵
可
謂
之
吉
兆

子
。
生
開
之
不
悦
。
後
月
余
、
梁
生
父
卒
」
（
『
宣
室
志
』
）
。

朱
一
玄
「
柳
斎
志
異
資
料
匪
編
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
に
、
「
香
玉
」
の
本
事
と
し
て
、
蒋
瑞
藻
「
小
説
考
証
』
巻
七
か
ら

-329-
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取
っ
た
『
労
山
叢
拾
』
の
一
節
を
引
い
て
い
る
。

拙
稿
「
『
柳
斎
志
異
』
の
痴
に
つ
い
て
」
（
「
芸
文
研
究
」
第
四
八
号
）
参
照
。

合
山
究
「
明
清
時
代
に
お
け
る
愛
花
者
の
系
譜
」
（
「
九
州
大
学
教
養
部
文
学
論
輯
」
第
二
八
号
）
参
照
。
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